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満 

藏 

寺 
 

 
寺
号 

真
言
宗
智
山
派
香
取
山
薬
王
院
満
藏
寺 

本
尊 
薬
師
如
来
像 

 

作
者
年
代
不
詳 

脇
仏 

弘
法
大
師
像 

 

作
者
年
代
不
詳 

 
 

 

興
行
大
師
像 
 

作
者
年
代
不
詳 

縁
起
・
沿
革
・
由
来 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
新
義
真
言
宗
、
粕
壁
宿
最
勝
院
末
、
香
取
山
薬

王
院
と
号
す
。 

開
山
榮
眞
は
延
宝
四
年
【
一
、
六
七
七
】
寂
せ
り
、
弥
陀
を
本
尊
と
す
。 

 

「
梅
若
社
」
も
と
は
村
民
式
右
衛
門
と
云
者
の
宅
地
内
、
古
隅
田
川
堤
の
上
に
あ

り
し
が
、
そ
の
家
断
絶
し
て
、
数
年
の
後
、
享
和
元
年
【
一
、
八
〇
一
】
当
寺
へ
移
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せ
し
由
、
是
世
に
伝
ふ
る
梅
若
塚
の
古
跡
に
し
て
、
隅
田
村
木
母
寺
に
あ
る
梅
若
塚

は
、
当
所
の
写
し
な
り
と
い
ひ
伝
ふ
れ
ど
、
も 

と
よ
り
證
と
な
す
べ
き
記
録
も
な
く
、
且
隅
田
村
の
梅
若
塚
の
古
き
こ
と
は
、【
回
国
雑

記
】
【
梅
花
無
盡
】
等
に
も
の
せ
て
、
文
明
の
頃
は
早
世
に
聞
こ
え
た
る
古
跡
な
れ
ば
、

当
所
の
写
し
と
は
云
べ
か
ら
ず
、
か
か
る
著
名
の
こ
と
は
や
や
も
す
れ
ば
、
競
ひ
て
妄

作
せ
る
な
ら
ひ
な
れ
ば
、
古
隅
田
川
堤
あ
り
て
、
昔
の
奥
州
道
と
云
よ
り
附
會
し
た
る

説
な
る
べ
し
、
こ
と
に
当
所
の
古
隅
田
川
と
云
も
、
僅
か
二
三
村
許
り
に
か
か
る
川
に

し
て
、
水
上
の
分
流
せ
る
所
と
、
流
末
の
筋
等
定
か
な
ら
ざ
れ
ば
、
も
と
よ
り
信
ず
べ

き
も
の
な
し
、
地
蔵
堂
・
庵
一
宇
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
満
藏
寺
」
新
方
袋
村
北
方
に
あ
り
、
新
義
真
言
宗
埼
玉

郡
粕
壁
宿
最
勝 

院
末
派
な
り
、
天
延
二
年
【
九
七
四
】
中
、
祐
閑
開
基
創
建
す
と
云
ふ
。
文
化
九
年
【
一
、
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八
一
二
】
四
月
焼
失
し
、
文
政
九
年
【
一
、
八
二
六
】
四
月
、
僧
祐
遍
再
建
せ
り
。
と

記
さ
れ
て
い
る
。 

 

『
寺
の
伝
記
』 

「
一
」 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
「
梅
若
塚
」
の
伝
説
に
つ
い
て
、
故

老
の
言
い
伝
え 

に
よ
る
と
、
応
永
三
年
【
一
、
三
九
六
】
に
こ
の
地
に
居
住
し
て
い
た
豪
農
【
江
戸
時

代
の
新
方
袋
村 

の
名
主
】
山
口
義
弘
が
版
木
に
刻
し
た
と
い
う
『
梅
若
塚
略
記
』
が
あ
る
。
【
現
在
も
山

口
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
】
文
を
解
読
す
る
と
次
の
と
お
り
。 

 

「
梅
若
塚
略
記
」
隅
田
山
梅
若
山
王
権
現
と
申
し
奉
る
は
、
人
王
六
十
二
代
村
上
天

皇
の
御
宇
、
北 
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白
川
吉
田
の
尐
将
惟
房
卿
の
御
子
な
り
。
御
母
は
美
濃
の
国
、
野
上
の
宿
長
者
の
娘
に

て
、
花
子
の
前
と
云
ひ
し
人
な
り
、
常
に
子
無
き
こ
と
を
嘆
き
て
近
江
の
国
な
る
日
吉

山
王
権
現
に
祈
念
の
た
め
籠
り
け
る
が
、
満
夜
の
夢
に
、
宮
殿
よ
り
梅
花
の
ご
と
く
薫

り
あ
る
も
の
出
で
て
、
口
中
に
入
り
ぬ
と
覚
え
て
夢
さ
め
り
け
り
。
そ
の
後
程
な
く
懐

妊
し
て
、
同
帝
の
御
宇
、
応
和
三
癸
亥
年
【
九
六
三
】
七
月
七
日
男
子
出
産
す
。
よ
り

て
梅
若
丸
と
ぞ
名
づ
け
る
。
か
く
て
父
母
い
つ
く
し
む
事
限
り
な
し
。
父
惟
房
卿
は
、

梅
若
丸
五
歳
に
な
ら
せ
給
ふ
秋
卒
し
給
ひ
に
き
。
六
十
三
代
冷
泉
院
の
御
宇
、
安
和
二

己
巳
年
【
九
六
九
】
の
正
月
二
十
九
日
、
比
叡
山
月
林
寺
に
学
問
の
た
め
に
登
ら
せ
給

ふ
。
時
に
御
年
七
歳
な
り
。
か
く
て
十
二
歳
に
な
ら
せ
給
ふ
。 

六
十
四
代
円
融
院
の
天
延
二
年
【
九
七
四
】
甲
戌
の
二
月
、
信
夫
の
藤
太
と
云
ふ
人
、

梅
若
丸
の
容
貌 

美
麗
を
い
つ
し
か
か
い
ま
み
て
、
い
づ
ち
か
に
連
れ
て
行
き
売
ら
ん
か
と
お
も
ひ
て
、
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或
時
、
母
の
使 

ひ
に
来
し
も
の
ぞ
と
い
つ
わ
り
て
、
梅
若
丸
を
呼
び
出
し
、
哀
し
む
を
も
顧
み
ず
、
武

蔵
の
国
と
下
総 

の
国
と
の
境
な
る
隅
田
川
の
辺
り
ま
で
つ
れ
来
た
り
し
が
、
梅
若
丸
は
、
母
を
慕
ふ
余

り
に
重
き
病
と 

な
り
て
、
進
み
が
た
く
て
打
ち
ふ
し
け
れ
ば
、
遥
か
に
ゐ
て
こ
し
か
ひ
も
な
し
と
て
、

藤
太
は
梅
若
丸 

を
こ
の
隅
田
川
に
沈
め
て
、
そ
の
身
は
何
く
と
も
な
く
い
に
け
り
。
あ
は
れ
梅
若
丸
は

逆
巻
く
水
に
流
さ
れ
て
、
溺
れ
死
な
ん
よ
り
外
な
き
に
、
幸
に
、
懸
け
さ
せ
給
へ
る
御

守
の
柳
の
枝
に
か
か
り
た
る
を 

手
ど
り
て
、
岸
に
ぞ
あ
が
ら
せ
給
ひ
け
る
。
此
の
柳
を
そ
も
守
掛
け
の
柳
と
ぞ
云
ふ
。 

こ
れ
新
方
の
郷
に
有
り
。
そ
の
柳
の
も
と
に
臥
し
居
給
へ
る
を
、
里
人
憐
び
て
薬
な
ど
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与
へ
け
る
時
、
何
人
ぞ
と
と
ひ
け
れ
ば
、
我
は
、
吉
田
の
尐
将
惟
房
と
い
ふ
人
の
子
な

り
け
る
が
叡
山
に
侍
り
し
時
、 

藤
太
と
い
ふ
者
い
つ
か
は
か
り
て
か
か
る
処
に
つ
れ
き
て
、
憂
目
を
み
す
る
事
ぞ
と
云

ふ
に
、
い
と
あ
わ
れ
に
堪
へ
難
く
て
、
里
人
う
ち
集
り
、
と
か
く
し
け
る
か
ひ
も
な
く
、

終
に
う
せ
給
ひ
ぬ
。
時
は
天
延
二
甲
戌
年
三
月
十
五
日
な
り
。
御
年
十
二
に
お
は
し
ま

す
。
此
処
よ
り
西
の
方
に
小
庵
を
結
び
け
る
祐
閑
と
い
ふ
僧
を
た
の
み
て
塚
を
い
と
な

み
、
桜
を
そ
の
墓
に
植
ゑ
て
あ
と
を
ぞ
と
ぶ
ら
ひ
け
る
。
こ
れ
所
謂
梅
若
塚
な
り
。
同

三
乙
亥
年
三
月
十
五
日
、
御
母
花
子
前
は
、
梅
若
丸
の
行
方
を
尋
ね
て
此
処
に
来
り
て
、

念
仏
の
声
を
聞
き
て
、
な
に
ぞ
と
里
人
に
問
い
け
る
に
、
云
々
と
答
へ
け
れ
ば
、
こ
れ

ぞ
我
が
子
梅
若
丸
な
ら
ん
と
泣
き
か
な
し
ぶ
事
限
り
な
し
。
か
の
僧
、
祐
閑
の
も
と
に

ま
か
り
て
、
一
周
の
忌
を
と
ぶ
ら
ひ
、
直
に
師
と
し
て
剃
髪
し
て
尼
と
な
り
名
を
妙
亀

と
改
め
、
小
堂
を
い
と
な
み
て
、
梅
若
丸
の
守
本
尊
の
地
蔵
を
安
置
し
て
、
亡
き
あ
と
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そ
と
ぶ
ら
ひ
け
る
。
或
る
時
、
妙
亀
、
新
方
と
春
日
部
と
の
境
な
る
一
本
杉
の
も
と
に

一
つ
の
池
あ
り
、
そ
こ
に
、
都
鳥
の
む
つ
ま
じ
く
遊
ぶ
を
み
て
、 

 
 

く
み
し
り
て
あ
わ
れ
と
お
も
へ
都
鳥
、
子
に
捨
て
ら
れ
し
母
の
心
を 

と
詠
じ
け
る
ほ
ど
に
池
上
に
梅
若
丸
の
姿
の
顕
は
れ
け
れ
ば
、
お
も
わ
ず
池
に
飛
び
入

り
て
、
こ
の
妙
亀
も
う
せ
給
ひ
き
に
、
よ
り
て
、
こ
の
池
を
妙
亀
池
と
も
鏡
の
池
と
も

云
ふ
。
祐
閑
は
ま
た
、
こ
の
二
人
の
為
に
深
く
仏
心
を
こ
ら
し
て
読
経
し
け
る
が
、
一

夜
の
霊
夢
に
、
童
形
の
人
來
り
て
云
ふ
。
我
が
守
り
の
地
蔵
尊
は
、
吉
田
家
伝
来
の
黄

金
仏
に
て
、
安
産
疱
瘡
を
守
護
し
、
乳
不
足
の
も
の
は
供
米
を
い
た
だ
き
、
隅
田
川
の

水
に
て
粥
に
し
て
与
へ
な
ば
足
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
と
い
ふ
に
夢
さ
め
ぬ
。 

祐
閑
は
、
い
と
不
思
議
な
る
こ
と
と
お
も
ひ
、
是
れ
即
ち
梅
若
丸
な
り
と
て
、
い
よ

い
よ
尊
く
お
も 

ふ
余
り
に
、
祠
を
い
と
な
み
て
、
隅
田
山
梅
若
山
王
権
現
と
崇
敬
し
奉
る
な
り
。 
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遠
近
の
士
民
、
群
集
し
て
、
祈
念
す
る
に
霊
験
な
し
と
い
ふ
事
な
し
。
地
蔵
尊
は
、

祐
閑
上
人
、
い 

た
く
お
し
み
て
、
木
像
を
彫
刻
し
て
、
黄
金
仏
を
そ
の
胎
内
に
お
さ
め
奉
り
き
。
こ
れ

今
に
お
は
し
ま 

す
所
の
地
蔵
尊
な
り
。
仰
ぐ
べ
し
、
た
ふ
と
む
べ
し
。 

○
応
永
元
甲
戌
年
八
月
、
暴
風
に
て
、
い
に
し
へ
の
御
墓
じ
る
し
に
植
ゑ
ら
れ
け
る
桜
は
、

吹
き
折
ら
れ
け
る
が
、
同
二
年
、
若
枝
生
じ
て
、
や
う
や
う
に
、
し
げ
り
な
む
。 

か
か
る
こ
と
、
往
古
よ
り
の
書
伝
な
ど
多
く
あ
れ
ど
、
年
久
し
く
な
り
ぬ
れ
ば
、
或

い
は
損
じ
、
或
い 

は
、
し
み
の
住
家
と
な
り
て
全
か
ら
ざ
れ
ば
、
此
彼
を
抄
録
し
て
、
そ
の
大
旨
を
記

し
お
く
に
な
ん
。 

 

応
永
三
丙
子
三
月 

武
蔵
国
埼
玉
郡
多
々
羅
庄
新
方 

山
口
義
弘 
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◎
註 

こ
の
略
記
か
ら
推
定
し
て
、
「
満
藏
寺
」
の
創
建
は
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
も
記

載
さ
れ
て
い
る
天 

 
 

 
 

 
 

延
二
年
が
正
し
い
と
思
考
さ
れ
る
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
で
は
、
隅
田
村
の

木
母
寺
に
関
わ
る 

『
回
国
雑
記
』
・
『
梅
花
無
尽
蔵
』
と
い
う
書
物
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
当
寺
の
新 

方
袋
村
の
名
主
よ
り
書
上
の
文
面
に
あ
る
『
梅
若
塚
略
記
』
を
無
視
し
て
編
纂
さ

れ
た
と
推
定 

す
る
。 

『
寺
の
宝
』 

お
葉
付
銀
杏
【
埼
玉
県
指
定
天
然
記
念
物
】 

梅
若
塚 

 

【
寺
の
門
前
右
手
の
塚
】 
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梅
若
地
蔵
尊
【
境
内
左
手
の
お
堂
】 

   

海 

善 

院 

 

寺
号 

真
言
宗
智
山
派
別
埜
山
西
明
寺
海
善
院 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来
像 

作
者
年
代
不
詳 

 
 

 

大
日
如
来
像 

 

高
さ
三
尺
の
坐
像
の
胎
内
に
弘
法
大
師
真
作
の
聖
観
音
像
…

五
寸
納
奉 脇

仏 

弘
法
大
師
像 

 

作
者
年
代
不
詳 

 
 

興
行
大
師
像 

 

作
者
年
代
不
詳 
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縁
起
・
沿
革
・
由
来 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
新
義
真
言
宗
、
百
間
東
村
西
光
院
末
、
別
埜
山
西

明
寺
と
号
す
。
開
山
宥
範
、
天
正
元
年
【
一
、
五
七
三
】
八
月
廿
一
日
寂
す
。
本
尊
弥

陀
を
安
ず
。
鐘
楼
安
永
六
年
鋳
造
の
鐘
を
か
く
、
寮
弥
陀
を
安
ず
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
海
善
院
」
村
の
西
方
に
あ
り
、
新
義
真
言
宗
埼
玉
郡
百

間
東
村
、
西
光
院
の
末
、
永
禄
年
中
【
一
、
五
五
八
〜
】
宥
範
な
る
者
開
基
創
立
す
と

云
、
其
後
元
禄
年
中
堂
宇
大
破
せ
し
を
以
て
再
建
す
と
云
ふ
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
寺
の
伝
記
』 

こ
の
寺
の
創
建
は
、
享
保
二
年
【
一
、
七
一
七
】
の
住
職
秀
長
和
尚
が
寺
社
奉
行
に

書
状
の
覚
え
書 

き
が
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
中
興
の
祖
宥
範
十
五
世
は
永
禄
三
年
【
一
、

五
六
〇
】
に
寂
す
と
あ
り
、
開
山
は
行
基
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
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に
は
、
開
山
宥
範
と
あ
る
が
、 

墓
石
に
は
中
興
開
山
が
事
実
で
あ
る
と
思
考
さ
れ
る
。 

 

そ
の
他 

寺
の
脇
に
あ
る
「
香
取
神
社
」
の
鳥
居
が
あ
る
場
所
は
、
往
古
の
古
街
道
【
鎌
倉
街

道
…
奥
州
街
道 

の
名
残
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

 

心 

光 

寺 

 

寺
号 

浄
土
宗
大
瀧
山
心
光
寺 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来
像 

 

作
者
年
代
不
詳 
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脇
仏 

観
音
菩
薩
像 

 
 

作
者
年
代
不
詳 

 
 

勢
至
菩
薩
像 

 
 

作
者
年
代
不
詳 

縁
起
・
沿
革
・
由
来 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
浄
土
宗
、
加
倉
村
浄
国
寺
持
、
本
尊
阿
弥
陀
を
置

く
、 

境
内
に
東
照
宮
の
御
宮
あ
り
、
こ
れ
寛
文
九
年
【
一
、
六
六
九
】
当
村
開
発
の
為
、
願

ひ
上 

て
建
立
し
奉
る
と
云
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
心
光
庵
」
村
の
西
方
に
あ
り
、
埼
玉
郡
加
倉
村
浄
国
寺

の
持 

な
り
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
寺
の
伝
記
』 
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寺
の
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
こ
の
寺
は
大
職
冠
藤
原
鎌
足
の
後
裔
、
中
村
太
左
衛
門

重
政
が
建
立
し 

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
中
村
太
左
衛
門
と
は
、
豊
臣
時
代
の
三
老
式
部
尐
輔
中
村
一

氏
の
孫
、
中
村
重
則
の
三
男
と
し
て
、
泉
州
日
根
村
熊
取
谷
に
て
出
生
、
十
六
歳
の
時
、

武
士
を
志
し
て
、
泉
州
を
離
れ
東
国
に
下
っ
た
が
、
志
を
遂
げ
得
ず
、
後
に
棟
梁
と
な

り
、
日
光
東
照
宮
の
霊
廟
造
営
に
参
加
、
任
を
終
え
て
帰
国
の
途
中
、
粕
壁
宿
を
通
過

の
際
、
谷
原
沼
を
見
て
、
新
田
開
発
を
志
、
こ
の
旨
を
幕
府
に
上
申
し
、
寛
文
九
年
に

耕
地
数
百
町
歩
の
開
発
を
完
成
し
た
。
そ
の
開
発
完
成
と
同
時
に
こ
の
寺
を
建
立
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

◎
註 

中
村
太
左
衛
門
に
つ
い
て
は
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
、
当
村
名
主
の
先

祖
多
左
衛
門
な
る 

者
、
元
は
工
匠
を
業
と
せ
し
が
、
寛
文
九
年
日
光
御
宮
御
修
営
の
事
に
預
か
り
、
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功
竣
て
後
賞 

と
し
て
若
干
の
金
を
賜
へ
り
、
其
金
を
無
益
の
費
に
失
は
ん
こ
と
を
恐
れ
、
当

所
新
開
こ
と
願 

ひ
上
げ
れ
ば
、
願
の
ご
と
く
御
免
ん
あ
り
し
ゆ
へ
、
則
新
墾
す
る
所
な
り
。
と

記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
谷
原
新
田
開
発
に
は
、
中
村
氏
と
高
田
三
郎
氏
が
開
発
し
た
新
田
で
あ
る
。 

『
寺
の
宝
』 

 

子
育
地
蔵
尊 

【
北
向
き
地
蔵
尊
と
も
い
う
。
】 

 

観
音
菩
薩
像 

【
聖
観
音
菩
薩
・
如
意
輪
観
音
菩
薩
像
…
石
仏
】
八
体
。 

 

こ
の
中
で
七
体
は
、
貞
亨
四
年
【
一
、
六
八
七
】
。
一
体
は
寛
政
九
年
【
一
、
七
九
七
】

に
建
立
さ
れ
た
も
の
。 
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福 

藏 

院 

 
寺
号 
真
言
宗
智
山
派
稲
荷
山
観
音
寺
福
藏
院 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来
像 

 

作
者
年
代
不
詳 

脇
仏 

弘
法
大
師
像 

 
 

作
者
年
代
不
詳 

 
 

 

興
行
大
師
像 

 
 

作
者
年
代
不
詳 

縁
起
・
沿
革
・
由
来 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
新
義
真
言
宗
、
長
宮
村
大
光
寺
末
、
稲
荷
山
観
音

寺
福
藏
院
と
号
す
。 

 

中
興
開
山
賢
弘
、
天
正
十
九
年
四
月
廿
九
日
寂
。
本
尊
阿
弥
陀
を
安
ず
。
と
記
さ
れ

て
い
る
。 
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『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
福
藏
院
」
村
の
西
方
に
あ
り
、
新
義
真
言
宗
長
宮
村
大

光
寺
の
末
派
な
り
。 

 
『
風
土
記
』
に
は
、
中
興
開
山
賢
弘
、
天
正
十
九
年
四
月
廿
九
日
寂
す
と
云
ふ
。
と

記
さ
れ
て
い
る
。
『
寺
の
伝
記
』 

 

現
代
に
な
っ
て
寺
が
焼
失
し
た
の
で
記
録
も
な
く
、
現
在
は
無
住
で
大
光
寺
が
兼
任

し
て
い
る
の
で
子
細
は
不
明
。
現
在
は
仮
堂
で
地
元
町
内
会
の
集
会
施
設
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。 

浄 

泉 

寺 

 

寺
号 

浄
土
宗
照
霑
山
淵
地
院
浄
泉
寺 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来
坐
像
【
木
彫
】 

作
者
年
代
不
詳 

脇
仏 

観
音
菩
薩
像 

 

【
木
彫
】 

作
者
年
代
不
詳 
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勢
至
菩
薩
像 

 

【
木
彫
】 

作
者
年
代
不
詳 

 
 

 

善
導
大
師
像 

 

【
木
彫
】 

作
者
年
代
不
詳 

 
 

 

法
然
上
人
像 

 

【
木
彫
】 

作
者
年
代
不
詳 

 
 

 
地
蔵
菩
薩
像 

 

【
木
彫
】 

小
野 

篁
作 

薬
師
如
来
像 

 

【
木
彫
】 

作
者
年
代
不
詳 

縁
起
・
沿
革
・
由
来 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
浄
土
宗
、
高
岩
村
忠
恩
寺
末
、
照
霑
山
淵
地
院
と

号
せ
り
、
本
尊
弥
陀
を
安
ず
。
庵
弥
陀
を
安
ず
。
浄
泉
持
な
り
、
神
明
社
、
村
の
鎮
守

に
て
、
浄
泉
寺
持
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
浄
泉
寺
」
増
戸
村
の
坤
の
方
に
あ
り
、
浄
土
宗
埼
玉
郡
高

岩
村
忠
恩
寺
の
末
派
な
り
、
開
基
は
応
永
十
九
年
【
一
、
四
一
二
】
、
創
建
は
天
正
十
七

年
【
一
、
五
八
九
】
岌
波
和
尚
に
し
て
、
本
尊
地
蔵
、
小
野
篁
の
作
。
と
記
さ
れ
て
い
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る
。 

『
寺
の
伝
記
』 

「
一
」 

 
こ
の
寺
の
開
基
・
開
山
に
つ
い
て
は
、
不
詳
で
あ
る
が
、
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
板

碑
【
青
石
塔
婆
】
を
見
る
と
、
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
に
至
る
元
徳
・
建
武
・
康
元
等
の

年
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
、
推
定
す
る
に
、
こ
の
寺
は
中
世
に
設
立
さ
れ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
記
さ
れ
て
い
る
、
開
基
は
応
永
十
九
年
と
あ

り
、
こ
の
頃
庵
が
創
立
さ
れ
て
後
の
天
正
十
七
年
岌
波
和
尚
に
よ
り
、
一
寺
と
し
て
創

建
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

  
 

 
 

 
 

 

「
二
」 

 

故
老
の
伝
え
に
よ
る
と
、
こ
の
寺
は
大
正
中
期
か
ら
昭
和
初
期
は
無
住
の
寺
で
、
こ

の
間
は
浄
土
宗
の
寺
が
一
時
兼
務
し
て
い
た
と
い
う
。
後
に
峰
山
大
承
和
尚
が
住
職
と
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し
て
赴
任
し
、
荒
れ
果
て
た
寺
を
修
築
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
本
堂
は
平

成
二
年
再
建
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

「
三
」 

 

寺
号
の
中
で
淵
池
院
と
い
う
称
号
が
あ
る
の
は
、
こ
の
寺
の
脇
に
昔
、
荒
川
の
氾
濫

に
よ
り
出
来
た
沼
【
赤
池
と
も
い
う
】
底
無
し
沼
で
付
近
の
住
民
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た

場
所
で
、
池
面
に
は
蛇
莚
と
い
う
藻
が
自
生
し
て
お
り
、
蛇
が
多
く
生
息
し
て
い
た
【
現

在
は
区
画
整
理
に
よ
り
、
開
発
行
為
が
さ
れ
て
池
は
消
滅
し
た
】
沼
の
淵
に
建
立
さ
れ

た
所
か
ら
、
こ
の
称
号
が
付
け
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
他 

 

『
地
蔵
菩
薩
像
の
伝
説
』 

 

こ
の
地
蔵
菩
薩
に
つ
い
て
の
伝
説
が
あ
る
。
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
荒
川
の
氾
濫

に
よ
り
洪
水
と
な
り
、
こ
の
地
蔵
菩
薩
像
が
、
増
戸
村
と
平
野
村
【
現
在
の
岩
槻
市
南
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平
野
】
の
境
に
流
れ
着
き
、
平
野
村
の
住
民
が
尊
像
を
引
き
揚
げ
よ
う
と
し
た
が
、
尊

像
は
動
じ
な
い
の
で
、
増
戸
村
の
住
民
が
引
き
揚
げ
る
と
軽
く
引
き
揚
げ
る
こ
と
が
出

来
た
。
そ
こ
で
、
増
戸
村
の
住
民
が
、
こ
の
お
地
蔵
様
は
増
戸
村
に
、
お
祠
さ
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
感
じ
、
以
来
増
戸
村
内
に
お
祠
り
し
て
、
香
華
を
手

向
け
村
民
の
信
仰
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
地
元
の
人
達
は
、
こ
の
お
地
蔵
様
を
子
育

て
地
蔵
と
し
て
篤
く
敬
い
、
特
に
子
供
の
夜
泣
き
に
霊
験
あ
ら
た
か
で
、
夜
泣
き
に
悩

む
親
達
は
、
今
で
も
こ
の
地
蔵
尊
に
願
い
を
掛
け
て
、
子
供
の
夜
泣
き
が
治
る
と
、
お

礼
に
「
ヨ
ダ
レ
掛
け
」
を
奉
納
し
て
い
る
。 

こ
の
地
蔵
尊
が
漂
着
し
て
、
引
き
揚
げ
ら
れ
た
場
所
を
地
元
の
人
達
は
『
地
蔵
淵
』

と
い
う
名
称
で
呼
び
、
今
で
も
高
齢
者
は
、
そ
の
名
で
呼
ん
で
い
る
。 
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豊
春
地
区
の
寺
の
概
要 

 
豊
春
地
区
に
は
、
近
・
現
代
に
な
っ
て
創
建
さ
れ
た
寺
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略

す
る
。 

尚
こ
の
地
区
に
は
、
江
戸
時
代
に
存
在
し
て
い
た
寺
が
、
明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
令
の

措
置
に
よ
り
、
無
檀
。
無
住
の
寺
が
廃
止
さ
れ
た
。
次
の
と
お
り
。 

地
蔵
院
【
上
蛭
田
】 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
新
義
真
言
宗
、
粕
壁
宿
最
勝
院
末
、
愛
宕
山
と
号

す
。 

本
尊
地
蔵
を
安
置
せ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
以
後
は
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
、

「
地
蔵
堂
」
と
記
さ
れ
て
、
現
在
も
墓
地
と
お
堂
が
豊
春
駅
の
近
く
に
あ
る
。 

東
光
院
【
下
蛭
田
】 
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『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
新
義
真
言
宗
、
長
宮
村
大
光
寺
門
徒
、
瑠
璃
山
醫

王
寺
大
日
坊
と 

号
す
。 

開
山
は
盛
運
と
の
み
つ
と
ふ
。
中
興
開
山
は
祐
永
、
慶
長
元
年
寂
せ
り
、
本
尊
地
蔵

を
安
置
せ
り
。
「
薬
師
堂
」
本
尊
は
、
行
基
の
作
な
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
武
蔵
国

郡
村
誌
』
に
は
、
古
跡
「
東
光
院
廃
跡
」
、
新
義
真
言
宗
埼
玉
郡
長
宮
村
大
光
寺
の
末
派

な
り
、
明
治
七
年
廃
寺
と
な
す
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
「
薬
師
堂
」
が
残
さ
れ

て
い
て
、
下
蛭
田
の
獅
子
舞
の
出
発
地
と
な
っ
て
い
る
。 

寳
藏
寺
【
増
戸
】 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
新
義
真
言
宗
、
長
宮
村
大
光
寺
門
徒
、
明
王
山
と

号
す
。
本
尊
、 

薬
師
を
安
ず
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
寳
藏
寺
」
村
の
西
方
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に
あ
り
、
新
義
真
言
宗
埼
玉
郡
長
宮
村
大
光
寺
の
末
派
な
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
火
災
に
よ
り
焼
失
し
て
廃
寺
と
な
り
、
本
尊
は
「
浄
泉
寺
」
に
保
存
さ
れ
て
い

る
。 

東
西
寺
【
花
積
】 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
天
台
宗
、
東
叡
山
の
末
、
薬
王
院
と
号
す
。
本
尊

阿
弥
陀
、
春
日
の
作
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
東
西
寺
」
村
の

西
方
に
あ
り
、
天
台
宗
埼
玉
郡
慈
恩
寺
村
慈
恩
寺
の
末
派
な
り
、
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

昭
和
五
十
年
頃
無
住
の
為
、
放
火
に
よ
り
焼
失
し
た
。 

浄
法
庵
【
谷
原
新
田
】 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
柏
壁
宿
最
勝
院
持
、
延
宝
六
年
造
立
す
と
云
。
と

記
さ
れ
て
い
る
。 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
浄
法
庵
」
村
の
中
央
に
あ
り
、
埼
玉
郡
粕
壁
宿
最
勝
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院
の
持
な
り
、
と 

記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
も
庵
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。 

  


